
１．どのような事業所・施設がサービスを提供しているか

○事業の開始年月日

サービス事業者の参入時期、事業所の開設時期など
を確認することで、経験が豊富な事業者かどうかみること
ができます。

○営業時間／サービスを提供している時間

「事業所の営業時間」で自身の希望に応じた時間、時間
帯でサービスが可能かどうか確認します。

「介護サービスを利用できる時間」が設けられている場合
は、「事業所の営業時間」と異なっていないかどうか注意し
て下さい。

介護支援、訪問看護、介護予防訪問看護、訪問リハ
ビリテーション、介護予防訪問リハビリテーションについて
は、「営業時間外の対応状況」が確認できます。土日に対
応できれば利用の幅が広がりますし、緊急時の電話に応
じてくれることがわかれば安心につながります。

○法人等が当該都道府県内で実施するサービス

サービスを組み合わせて利用したい場合は、複数の
サービスを提供しているところを選ぶと便利です。

○利用者の人数

業所の実績は利用者数からうかがうことができます。利用
者から支持されているかどうかがわかるでしょう。提供実
績のうち、利用者の人数については、「記入年月日の前月
の請求実績」と併せて、「前年同月の請求実績」も確認し
ます。利用者数の増減をみて、前年より著しく減少してい
る事業所には理由を確認したほうがよいでしょう。

ともできます。事業所の特徴をみることができるでしょう。

○従業者1人当たりの利用者数
人当たりの利用者数をみることで、利用者 人ひと

りに従業者が十分に関われているかどうかをみることがで
きます（例えば、居宅介護支援の場合、介護支援専門員
人あたりの標準的な給付管理件数は 名とされています。

営業エリア等職場環境も勘案することで、無理のない職員
配置がされているかどうかもみることができます）。

『消費者のための介護サービス情報ガイド』（抜粋）
（平成 年３月一般社団法人シルバーサービス振興会）
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２．どのような質の介護を提供しているか

○介護サービスの内容等

・介護報酬の加算の有無などから、介護サービス事業所が、
より高い水準のサービス提供に向けた取組みを行ってい
るかどうか（サービスの質の向上に努力しているか）をみ
ることができます。

○総従業員数

・総従業員数から、事業所の規模がわかります。

○職種別の従業員数

・「職種別の従業員数」では、職種別に、介護サービスに従

事する従業者の、常勤・非常勤の別及び専従・非専従の
別による構成と人数が分かります。

・従業者と相性が悪く、その変更を希望することもあります。
そうした場合は、人数の多い事業所のほうが対応しやす
いでしょう。

・事業所・施設における従業者の資格取得状況をみること
ができます。「介護サービスの業務に従事した経験年数」
と併せてみることで、従業者の状況をより詳しくうかがうこ
とができます。

○前年度の退職者数

・介護サービス事業所・施設における従業者の定着率をう
かがうことができます。

○業務に従事した年数

・その職種に就いた年数について確認できます。

・医療や福祉など、他領域での実務経験があっても介護
サービスの業務に従事した経験年数は重要です。
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３．いくらでサービスを提供しているか

○キャンセル料とその算定方法

都合によるキャンセルなどはトラブルの原因になる
ことも考えられます。キャンセル料の有無及びキャンセル
料が発生する場合の条件、介護給付以外のサービスに要
する費用を徴収する場合の有無とその料金及び算定根
拠などを確認することにより、料金について透明性の高い
事業運営を行っているかどうかをみることができます。

○介護給付以外のサービスの費用

「介護給付以外のサービスの費用」とは、訪問介護などの
通常の事業の実施地域以外で介護サービスを行う場合に
要する交通費や、通所介護の食事に要する費用、福祉用
具貸与における種目ごとの最低・最高額、介護老人福祉
施設などの居住に要する費用、日常生活費などのことを
いいます。

「規定料金による」と記入されている場合のように具体的
な金額がわからないときは、契約前に確認しましょう。

４．事業所が消費者（利用者）の意見を把握す
る取組みをしているか

○利用者アンケート調査、意見箱等利用者の意見等を把握
する取組みの状況

・利用者の意見等を把握する取組みが行われているかどう
か確認します。なお、その取組みの結果を開示しているの
であれば、前に確認することができます。
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５．第三者評価を実施しているか

○第三者による評価の実施状況

による評価を受けているか確認します。なお、その
結果を開示しているのであれば、事前に確認することがで
きます。

６．その他の確認したいポイント

【有料老人ホーム、ケアハウス（特定施設入居者生活介護）、
特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）、ショートステイ
（短期入所生活介護）、介護老人保健施設、ショートステイ（短
期入所療養介護）、介護療養型医療施設】

○介護サービスを提供する施設、設備等の状況

・居室（療養室）の状況

居室の状況について、個室化への取組み、多床室の場
合でもプライバシー保護への取組みを確認することにより、
入居者への尊厳の確保に向けた施設側の姿勢をみること
ができます。

・建物の構造

建築基準法に規定する耐火・準耐火建築物であるかど
うか、その他火災に係る入居者の安全性確保について対
策がとられているかどうか確認できます。

【特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）、ショートステイ
（短期入所生活介護）】

○リハビリテーション等の実施状況

・入居者のリハビリテーションに対するニーズは高いと考え
られます。専門的な資格をもつ従業者の人数などと併せ
て確認します。

【訪問入浴介護、認知症高齢者グループホーム（認知症対応
型共同生活介護）、有料老人ホーム、ケアハウス（特定施設
入居者生活介護）、特別養護老人ホーム（介護老人福祉施
設）、ショートステイ（短期入所生活介護）、介護老人保健施設、
ショートステイ（短期入所療養介護）、介護療養型医療施設】

○協力医療機関（病院）の名称と協力内容

・特に、有料老人ホームや特別養護老人ホームに入居した
場合、医療的ケアがどのように確保されているのかは入
居者にとって関心が高いと考えられます。協力医療機関
（病院）の名称とその協力に関する内容が確認できます。

【有料老人ホーム、ケアハウス（特定施設入居者生活介護） 】

○一時金の償却に関する事項

・入居後 日以内の退居であれば実費分を除き全額返還

されることになっています。契約する前に、「償却年月数
（一時金が全額償却されて戻らなくなる年月数）」と「解約
時の返還の計算式」を確認します。
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② 比較・検討を行う際の事業所間の相違点の読み解き方（訪問介護の例）
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